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旭化成ファーマ株式会社との共同研究開発契約締結に関するお知らせ 

 

当社は、旭化成ファーマ株式会社（以下 旭化成ファーマ）と当社の所有するステル

ス型ナノ粒子に関する共同研究開発契約を締結することを決議いたしましたので、下記

の通りお知らせいたします。 

 

記 

 
１．共同研究開発の概要 

現在当社が研究しているステルス型ナノ粒子は、各種薬剤を封入することが可 

能な技術です。この度、旭化成ファーマが所有する化合物に同技術を用いた新たな

DDS 製剤の研究開発を共同で実施することで合意に達し共同研究開発契約を締結い

たしました。本契約の締結により基礎的研究を開始し、より医療に貢献できる医薬

品の開発に向けた共同研究開発を推進することで、将来的に新規医薬品の創出を実

現して参りたいと考えております。 
 

 ２. 共同研究開発契約締結の日程 

  平成 22 年 1 月 26 日 取締役会決議、共同研究開発契約締結 

 

 ３. 旭化成ファーマの概要 

商 号 旭化成ファーマ株式会社 

事 業 内 容 医薬品、診断薬、コンタクトレンズなどの製造、販売 

本 店 所 在 地 東京都千代田区神田神保町 1 丁目 105 番地神保町三井ビルディング 

設 立 年 月 日 平成 15 年 10 月 1 日 

代 表 者 代表取締役社長 稲田 勉 

資 本 金 30 億円 

従 業 員 数 約 1,740 名 (2009 年 4 月 1 日) 
当 社 と の 関 係 人的・資本的関係はございません 

決 算 期 ３月 31 日 

株 主 構 成 旭化成株式会社 100％ 
  

４. 今後の見通し 

  本共同研究開発による、当期における当社グループの業績に与える影響は軽微であ

り、業績見通しに変更はございません。来期以降の業績に与える影響及び見通しにつ

きましては現在精査中であり、明らかになり次第発表させていただきます。 

 



（ご参考）ステルス型ナノ粒子の概要 

ステルス型ナノ粒子は、当社が基礎技術を確立し特許権を有する DDS 技術です。 

粒子径が 150nm（ナノメートル＝10 億分の 1 メートル）程度のステルス設計を施した

ブロックポリマーに薬物を封じ込め、これを静脈内に投与すると代謝や貪食(※)を回

避して血中に長期間滞留し、体内を循環しながら疾患部位に集積していきます。更に

疾患部位では粒子のブロックポリマーが分解し、中から薬物が放出され長期間効果を

発揮します。疾患部位だけで薬物が放出（ターゲッティング）されるため、副作用が

少なく有効性が持続するほか、薬物の放出時間も自由に設計が可能となっております。 

これらの特性を活かし、注射等により有効性の高い医薬品を用いた治療が外来投与

で可能となるなど、医療上の優位性を有するとともに患者様の QOL（生活の質）向上

に寄与する医薬品の開発が期待されます。 

また、ステルス型ナノ粒子は合成医薬品から蛋白医薬品まで幅広く封入可能である

ことから、今後の医薬品開発において様々な可能性を有する技術であると考えており

ます。 

 

※貪食 食細胞に取り込まれて消化されること。薬物も体内では異物として認識 

され代謝や貪食を受けることで薬効が失われる 

 

  【ステルス型ナノ粒子概念図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

【本件に関するお問い合わせ先】 
 
 

株式会社 LTT バイオファーマ 研究開発本部 
〒105-0022 東京都港区海岸一丁目 2 番 20 号 汐留ビルディング 3 階 
TEL：03-5733-7391 ／ FAX：03-5733-7397  E-mail：contact@ltt.co.jp
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